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プロジェクトレポート

生成AIを用いてSCORM教材を短期間で生成・管理・公開・改善できるプラットフォームを7日間で実装し

た。教材生成（複数テンプレート）からプレビュー→保存、派生/フォーク、ランキング、履歴・ログ、管理

機能、多言語化、テスト/静的解析を含むCI/CD、Laravel Cloudへのデプロイまでを一気通貫で整備し、運用

可能なデモを公開した。今後の提案として、既存SCORM教材の取り込み→編集→再出力を実現して実用性を

高め、公開教材の拡散/改良が回る導線を強化する。

概要

期間: 2025-12-27〜2026-01-02（7日間）

実施タイミング: 冬休み期間中の短期集中プロジェクト

デモサイト: https://scorm.laravel.cloud/

使用LLM（成果物の生成）: MIMO V2 Flash / Gemini 3 Flash

使用LLM（開発）: GPT-5.2 / GPT-5.1-Codex-Max / Gemini 3 Pro / Claude Opus 4.5 / Claude Sonnet 4.5

背景

生成AIを活用すればSCORM教材を作成できることは見えていた一方で、教材作成を「単発の試行」ではなく

「継続的に運用できる仕組み」として成立させる必要があった。 そこで、教材の生成・管理・公開・改善ま

でを一気通貫で扱えるシステムとして具現化することを目指した。

同時に、本プロジェクトは「AIネイティブな開発」そのものを実践し、モダンな開発手法・CI/CD・運用設計

を短期間で検証する場として位置づけている。

目的

プロダクト面:

生成AIを活用し、SCORM教材を効率的に作成・管理できるシステムを構築する

技術に詳しくない人でも教材開発を行えるようにする

AIで何ができるのかを体験できる場を提供する（小学生・中学生・高校生なども想定）

生成したコードをダウンロードしてPC上で動かし、改良できる導線を用意する（プログラミン

グ導入としての活用）

フル機能のLMSではなく、教材作成・共有・改良に特化。CMS的なシステム。

コミュニティ駆動：人気教材の可視化、プレイ回数・得点記録でユーザー間の交流を促進

オープンな教材共有：公開教材はフォーク可能、SNS拡散も想定

技術検証/開発プロセス面:

モダンな開発（AI支援・自動テスト・静的解析・整形・国際化など）を実プロダクトで試す

モダンなCI/CD（キャッシュ最適化、並列実行、依存関係更新の自動化、デプロイ/ステージン

グ運用）を検証する

プロジェクトの成果

生成AIを活用したSCORM教材作成システムの開発:

プロンプト入力による教材の自動生成（4種類のテンプレート：タイピング・クイズ・フラッシ

ュカード・自由形式）

SCORM 1.2規格に準拠したパッケージの出力とZIPダウンロード
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OpenRouter API経由でのマルチLLM対応（成果物生成用）

教材作成プロセスの効率化と品質向上:

教材作成の効率化に寄与するワークフロー（生成・プレビュー→保存・改良・履歴管理）を整

備

AIによる多言語対応やクイズ生成の自動化

バージョン管理とプロンプト履歴の保持による改良の継続性確保

コミュニティ駆動のプラットフォーム構築:

公開教材の探索・フォーク機能

5つの期間別ランキング（本日/今週/今月/今年/トータル）による人気教材の可視化

プレイ回数・平均スコア・完了率の統計表示

個人学習履歴（My Scores）の管理とSCORM通信履歴のデバッグ支援

運用可能なシステムの実現:

Laravel Cloud上での稼働実績（デモサイト公開）

メール認証・管理者機能・タイムゾーン対応・多言語対応（en/ja）など、実運用に必要な機能

の実装

ステージング環境の整備によるリリース前検証プロセスの確立

今後の展望

機能拡充とユーザー体験の向上:

生成AI技術の進化に追従した新機能の追加

既存のSCORM教材を取り込んで編集できる機能の実装により、実用性を大幅に向上

適用領域の拡大:

他の教育分野やLMSへの応用検討

教材開発ツールとしての商用展開の検討

AI開発手法のスケーラビリティに関する課題:

今回開発したプロダクトは比較的小規模でプロトタイプ的な性質を持つため、AI支援開発が効

果的に機能した

しかし、より大規模で複雑なプロジェクトにおいて同様の効率化が実現できるかは未知数

以下の点について引き続き検証が必要:

コードベースが数万行を超えた場合のAIの理解精度

複雑なビジネスロジックや既存システムとの統合における適用可能性

大規模チーム開発でのAI活用とコラボレーションの最適化

技術的負債の蓄積を防ぐためのガバナンス

AIと開発者の役割分担の最適化:

何をAIに任せ、何を人間が担うべきかの明確化

AIが苦手な部分（アーキテクチャ設計、要件定義、品質判断など）を補完する仕組みづくり

開発規模に応じた適切なAI活用戦略の確立

継続的なAI技術の追従:

生成AIの品質向上速度は目覚ましく、今後も継続的にAI活用の可能性を探索

本レポートについて

本レポートは、2025年12月27日から2026年1月2日までの7日間の開発プロセスをまとめたものである。

プロジェクト自体はこの先も継続して進めていく予定だが、冬休み明けには本業が再開され、開発に割ける

時間は大幅に減少することが予想される。それでも、実用性の向上や新機能の追加を少しずつ進めていきた
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いと考えている。

システム構成（インフラ／運用）

デプロイ形態

Laravel Cloud を用いてデプロイ

ステージング環境を整備し、安全なリリースフローを確保

アセット配信（ASSET_URL）やビルド設定の整備により、ホスティング環境差分を吸収

運用環境（ステージング）の構成（Laravel Cloud）

目的：本番相当の設定で動作確認を行い、リリース前にリスクを低減する。

ネットワーク

DDoS 防御: 有効

CDN: 有効

Edge caching: 有効

ドメイン / リージョン

Cloud domain: 有効

scorm.laravel.cloud

カスタムドメイン: 未接続

リージョン: US East (Ohio)

アプリ

インスタンス: Flex 1 vCPU / RAM 512 MiB

ハイバネートまでの時間: 5分

常時稼働した場合の月額: 5 USD

データベース

種類: MySQL 8

サイズ: Flex 1 vCPU / 512 MiB RAM

ストレージ: 5 GB

月額 6 USD

技術的な取り組み

AIネイティブ開発の実践:

GitHub Copilot Agentを活用した実装・設計・修正の反復

マルチLLM（GPT-5.2 / GPT-5.1-Codex-Max / Gemini 3 Pro / Claude Opus 4.5 / Claude Sonnet

4.5）の適材適所による活用

AIによるテストコード生成・レビュー・ドキュメント作成の効率化

コーディングガイドライン/チェックリスト整備による、AIエージェント運用の再現性向上

教材改良のためのプロンプト履歴管理（派生/フォーク時の引き継ぎを含む）
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LLM APIコールのログ収集（監査性・デバッグ容易性の向上）

SCORM教材システムの実装:

SCORM 1.2規格に準拠した成績送信ロジックの自動実装

SCORM通信履歴のプレビュー・モーダル表示による学習状況可視化

LMSFinish()の確実な呼び出しによる学習完了保証

SCORMパッケージのZIPダウンロード機能

SCORM仮想ファイル配信によるブラウザ上でのプレビュー実現

成績管理・プレイ履歴・マイスコア機能の実装

ユーザー体験を重視した機能設計:

プレビュー→保存ワークフロー（生成前に内容確認）の導入

ブラウザ言語検出による自動ロケール切り替え

完全な多言語対応（en/ja）とローカライズファイル検証の仕組み化

ヒューマンリーダブルなバージョン番号（v1, v2, v3）による直感的なバージョン管理

教材の派生・フォーク機能（改良 vs 複製の用語明確化）

ユーザー編集可能なプロンプトテンプレート機能

タイムゾーン管理機能による正確な時刻表示

ランキング機能（5つの期間別集計）

ログイン履歴・生成履歴の可視化

モダンなLaravelエコシステムの採用:

Laravel 12 & PHP 8.4+ による最新環境

Laravel Breeze（Blade）による認証基盤

Laravel SailによるDockerベースの開発環境

Tailwind CSS v3 & Vite によるモダンなフロントエンド構築

Alpine.jsによるリアクティブなUI実装

品質保証とCI/CD:

PHPUnitによる包括的なテスト：518テスト、2,425アサーション（Unit/Feature/Integration）

安定性テストの並列実行やCIキャッシュ最適化による実行時間短縮（3〜4分短縮）

PHPStan 2.1 + Larastan 3.8（Level 5）による静的解析と型定義の改善

Laravel PintによるPSR-12準拠のコードスタイル統一

GitHub ActionsによるCI/CDパイプラインの自動化（不要実行の抑制、リリース向けビルドな

ど）

Dependabotによる依存関係の自動更新

git hooksによる末尾スペース除去/混入防止

セキュリティ/運用:

管理者向けユーザー管理機能（ユーザー一覧・権限管理・認証状態管理）

ログ（LLM Logs等）の権限制御（管理者のみ閲覧可）

メール認証の導入と管理画面からの認証状態管理

利用規約・プライバシーポリシーの整備

開発日記

Day 1 2025-12-27 (土)

開発初日、前日まで仕事で多忙だったためグッスリ眠ってから開始。午前10時頃から稼働開始。GPT-5.2

Thinkingと相談しながら進める。出してもらったコードをコピペ祭り。1日目はCoding Agentは使わずに進

めた。
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Laravel Sailによる開発環境のセットアップ

READMEや.env.exampleの整備

CI/CDパイプラインの導入とキャッシュ最適化、CIバッジの追加

認証機能のためのテーブルmigrationやModelの追加

Laravel Breeze（blade）による認証機能の導入、E-mail認証の一時的な無効化

ビルド処理や教材（materials）スキーマ、SCORM仮想ファイル配信機能の実装

AIコーディングエージェント向けドキュメントの追加

教材作成・表示・一覧機能、LLM（大規模言語モデル）との接続機能の実装

LLM関連のテストを追加

Day 2 2025-12-28 (日)

2日目。朝から昼にかけて餅つき。午後に実装を始める。前日からのチャットはコンテキスト大きくなり（5

万トークン超え）、まだGPT-5.2は限界ではなさそうだったが、成果物とGPT-5.2が持ってるコンテキストを

完全一致させるのが困難になった。ここまでの作業を1つのチャットで完結できたのが奇跡ともいえる。これ

以上チャット形式で進めるのは難しくなったので、GitHub Copilot Agentを投入して進めることにした。

ブラウザの言語設定による自動ロケール切り替えとUI改善

教材の派生・フォーク・公開設定・探索・詳細・プレビュー機能の追加

プロフィール・アカウント管理画面のローカライゼーション、完全な多言語対応（en/ja）

教材生成や派生教材作成時のプレビュー表示、SCORMプレビューiframeの高さ自動調整、ローディン

グ表示などのUI/UX改善

バージョン管理機能（ヒューマンリーダブルなバージョン番号、バージョン一覧のiframe表示、プレ

ビューUIの改善）

ユーザーが編集可能なプロンプトテンプレート機能の追加

READMEの更新や不要なコードの削除、CIの最適化、包括的なテスト追加

routes/web.php の整理

不要なCI実行を削減

Node.jsバージョン問題とビルド手順の注意事項をREADMEに追記

新規作成/派生の「プレビュー→保存」ワークフローを導入し、動作とテストを調整

柔軟な教材作成のための「Free」テンプレートを追加

利用規約を追加

Day 3 2025-12-29 (月)

今日は競プロ忘年会2025@関西。さすがにそれだけのために大阪に行くのも勿体ないので、午前中だけ作業

してからお昼ごろに移動開始、忘年会に参加して夜に帰宅。この日は実質3時間ぐらいしか作業できなかった

が、教材側のSCORM対応を一気に進めた。

SCORM1.2の成績送信ロジックを教材新規作成時に自動追加する機能を実装

教材の派生・フォーク時にSCORM機能のON/OFF切り替え機能を追加

テストカバレッジの改善

READMEの開発方針・ロードマップを更新

Day 4 2025-12-30 (火)

GitHub Copilot Agentの活用を始めて3日目。300回も使えるから余裕と思っていたが、3日目にしてほとんど

使ってしまった。そのおかげで実装は猛烈に進む。他の人が公開している教材からの派生生成など多くの主

要機能を実装した。Claude Sonnet 4.5でうまくいかないとき、GPT-5.1-Codex-Maxで代替してもらうなど、

https://connpass.com/event/375133/
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マルチLLM活用も進んだ。教材生成はMIMO V2 Flashで進めてきたのだが、10～20％程度の確率で応答が返

ってこず安定性に難があったため、Gemini 3 Flashも試してみたところ、こちらは非常に安定していた。今後

はGemini 3 Flashをメインに据えることにした。Gemini 3 Flashは応答速度も速く、生成品質各段に向上し

た。なお、MIMO V2 Flashは無料版だったが、Gemini 3 Flashは多少費用が掛かる。まぁ、大した金額ではな

い。

生成テストやエラーハンドリングテスト、並列実行による安定性テストの追加

末尾スペース除去や防止設定など品質向上施策

SCORMパッケージのZIPダウンロード機能の追加

SCORM通信履歴プレビュー・モーダル、スコア管理、LMSFinish()の確実な呼び出し

ランキング機能、プレイ履歴・マイスコア機能の追加

マテリアルのタイトル編集、ダッシュボードのカードレイアウト統一、ディスプレイネーム機能、ユ

ーザータイムゾーン管理

ローカライズの追加・修正

READMEやロードマップの更新、AIプロンプトの最適化、用語の明確化、不要機能の整理

AIプロンプトにSCORM改善のための最適化指示を追記

SCORM関連の指示や処理を外部ファイルに抽出し、実装を整理

派生/フォークの用語を整理し、改善（derive）と複製（fork）を区別

SCORMのダウンロード等で意図せずLMSFinish()が呼ばれないように修正

SCORMコミュニケーション履歴の表示上限を調整し、バッジ表示の制限を緩和

Day 5 2025-12-31 (水)

GitHub Copilotの300回制限？？そんなものは存在しません。課金すれば無限に使えます。（1回0.04USDと

良心的な価格です）大晦日ではあるものの、朝から晩まで作業。生成AIを活用したSCORM教材作成システム

として一通りの機能が揃い、あとは細かい改善とドキュメント整備を進める。

テストカバレッジの大幅な向上

PHPStan＋Larastanによる型定義・静的解析、Laravel PintによるPSR-12準拠の自動整形

Dependabotによる依存パッケージの自動更新、CIキャッシュ最適化による実行時間短縮

AI教材改良時のプロンプト履歴管理やLLM APIコールログ管理

プロンプト履歴の派生・フォーク時の引き継ぎ、教材テンプレートの柔軟化、プロンプト改善

管理者向けユーザー管理機能やLLMログ閲覧制限、バージョン管理の改善

即時フィードバック付きクイズ機能、UI/UX改善（ボタンラベル・iframe高さ・ルーティング統一な

ど）

ファイル権限修正、ドキュメント整備

AIコーディングエージェント向けチェックリストを強化

Tailwind CSSのビルド不整合を修正し、READMEを整理

GitHub Actionsのリリースビルド（成果物生成）用ワークフローを追加

SCORM通信データ保存APIの追加と、統計更新の不具合修正

再プレイ動作を top.location.reload() に統一

faviconをLaravelデフォルトに置換

Day 6 2026-01-01 (木)

デプロイした。ローカルで作っていても意味がないので、Laravel Cloudにデプロイして公開。AIによるとメ

モリ2~4GBぐらいは最低限必要だとか、月額20USDのプランに入ってないといろいろ困るとか言われたが、
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WebとDBそれぞれ512MBプランで問題なく動いた。Tailwindのビルドが実はうまくいってなかったのが最大

のハマりポイントだった。

Laravel Cloud対応やデプロイ戦略の整備

ステージング環境の追加

メール認証機能の実装・UI改善、管理画面での認証状態管理、プロフ編集の不具合修正

ローカライズファイルの検証・重複キー修正

利用規約・プライバシーポリシー追加

ランディングページやナビゲーション・フッターの改善

SCORM成績モジュールやパネルUIの強化、プレビュー画面の入力保持、ボタンやパネルの操作性向上

READMEやPHPバージョン、ブランチ保護ポリシーの明記

ローカライズ（ja.json）のJSON整形不備を修正

ログイン後レイアウトにフッターを追加

ログイン後ナビゲーションにトップページへのリンクを追加

教材作成画面でSCORM切り替え時の自動メッセージを削除

Tailwind CSS v3へのダウングレードとビルド設定の調整（Laravel Cloud向け）

SCORMをデフォルト有効に変更

SCORMパネルのクリック領域・ホバー表現を改善

フォークボタンの視認性を改善し、教材のオーナー表示を追加

Day 7 2026-01-02 (金)

デプロイしたことで、サービスとしてどう見えるのかが分かるようになった。公開教材のSNS拡散を想定し

たOGP設定やXシェアボタンの追加、公開教材ページにゲスト向け登録CTAを追加するなど、サービスとして

の完成度を高める施策を実施。また、利用規約に公開教材のプロモーション利用条項を追加し、体裁も統一

した。

ログイン履歴機能の追加

ユーザーごとの生成履歴（My Generation History）機能の追加

生成履歴に保存先教材の記録・表示を追加

生成結果と教材バージョンの紐づけをLLMログに記録し、ログ上で参照できるように改善

LLM Logsのトークン表示を input / output に分割して可視性を向上

教材一覧（Explore / My Materials）にプレイ回数・オーナー表示を追加

公開教材ページにゲスト向け登録CTAを追加

公開教材のSNS拡散を想定し、XシェアボタンとOGPタグを追加

全ページにOGP画像を設定（OGP用画像も追加）

教材詳細に公開/非公開の表示と公開時の案内を追加

教材プレビューiframeの最小高さを統一

トップページに人気教材のランダムプレビューを追加

アプリ名の表示を統一（ナビゲーション/ゲストレイアウトなど）

N+1クエリを解消し、一覧・詳細表示のパフォーマンスを改善

多言語対応の抜けを追加し、ダッシュボード構成を整理

パスワードリセット周りの翻訳を追加し、テストを拡充

プロジェクト規模分析用スクリプト（analyze_loc.py）を追加

ドキュメントを更新

GitHub Issueテンプレートを追加

利用規約に公開教材のプロモーション利用条項を追加し、項番体裁を統一（公開表示も同文面に統

一）
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管理メニューのUIを背景色で区別し、管理画面の視認性・操作性を改善

所感・学び（AIネイティブ開発）

コードを書くことはAIで高速化できる一方、動作検証は依然として人間の手が必要であり、そこにこ

そエンジニアの価値がある。

異なるAIを使ってクロスチェックするのは有効で、前提の偏りや見落としの補完につながる。

GitHub Copilot Agentはコスト効率がよく、反復のベースとして使いやすい。

検証の仕組みを作っておくことが重要で、何をログに残すか／ログをどう確認するかの設計が効いて

くる。

本プロジェクトで初めて使った技術やサービス

Laravel Cloud

GitHub Copilot Agent

Laravelの各種ライブラリ

PHP 8.5 （なおデプロイ先は8.4）

Tips

LLMの使い分け:

Claude Sonnet 4.5で解決できない場合は、Claude Opus 4.5への切り替えが有効だがコストがか

さむ。

Claude Sonnet 4.5が失敗する際にGPT-5.2で成功することもあった。

GPT-5.1-Codex-MaxやGPT-5.2、Gemini 3 Proへの切り替えで解決するケースも多いため、状況

に応じてモデルを切り替える。

テスト駆動開発の推奨:

コミット前に十分なテストケースが実装されているかを確認する。

コードベースが小さいうちからテストを充実させておくことで、後の保守が容易になる。

AIによるテストコード生成は低コストなため積極的に活用し、その妥当性を別のAIにレビュー

させる。

プロジェクトメンバー

西村洋一郎（企画・開発・テスト・プロモーション・CI/CDパイプライン構築・インフラ準備）

GitHub Copilot（Claude Sonnet 4.5 / Claude Opus 4.5 / GPT-5.2 / GPT-5.1-Codex-Max / Gemini 3

Pro）

Special Thanks

年末年始の時間を確保させてくれた家族

参考資料

プロジェクト規模・工数分析

� プロジェクト規模
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コード行数（vendor/node_modules除外）

総コード行数: 22,422行（app/tests/resources/routes、2026-01-02時点）

アプリケーションコード: 9,126行（app/resources/views/routes）

テストコード: 13,296行（tests）

開発期間中の増分: 約23,800行（初回コミット時点から純増）

ソースファイル数: 291ファイル（vendor/node_modules/storage除外）

アプリケーション: 95ファイル

テスト: 54ファイル

総コミット数: 167コミット

貢献者: 3名（主要開発者1名 + copilot-swe-agent + dependabot）

参考：全体規模（vendor含む）

総行数: 約139,000行（vendor/node_modules除外）

vendor含む総行数: 約134,000行（Git管理対象のみ）

�  開発工数・速度

開発期間: 2025年12月27日〜2026年1月2日（7日間）

実稼働日: 6日間（12/28-1/2、12/27は初日で短時間）

実績工数: 0.3人月（6日 ÷ 20営業日）

1日あたりコミット数: 約28コミット/日

1日あたり増加行数: 約3,970行/日（純増、vendor除外）

開発コード総量: 22,422行（アプリ9,126行 + テスト13,296行）

� 従来手法での見積もり

機能ポイント法による見積もり

実装された主要機能:

ユーザー認証・管理（登録、ログイン、メール認証、ソーシャル連携基盤、タイムゾーン、表示名、

管理者機能）

AI教材生成システム（プロンプト処理、LLM統合、リジェネレーション、4種類のテンプレート）

教材管理（CRUD、バージョン管理、公開設定、フォーク、派生）

SCORM 1.2対応（APIラッパー、成績記録、統計集計、ZIPエクスポート、通信履歴表示）

アナリティクス（統計集計、5つの期間別ランキング、成績管理、生成履歴、ログイン履歴）

多言語対応（日英完全対応、品質検証ツール）

探索・共有機能（公開教材一覧、検索、フォーク、SNS連携）

コード規模:

実装増分: 約23,800行（vendor除外、6日間で追加）

アプリケーションコード: 9,126行（app/resources/views/routes）

テストコード: 13,296行（54ファイル、518テスト、2,425アサーション）

総開発コード: 22,422行

従来手法（Laravel使用）での見積もり:
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生産性: 1人月あたり2,500〜3,000行（フレームワーク活用、テスト含む）

見積もり工数: 7.5〜9.0人月

内訳（概算）:

工程 人月 備考

要件定義・設計 1.0-1.5 SCORM仕様調査、AI統合設計含む

実装（バックエンド） 2.5-3.0 Laravel + AI統合、SCORM機能

実装（フロントエンド） 1.5-2.0 Tailwind + Alpine.js

テスト実装 1.5-2.0 54テストファイル、518テスト

品質保証・デバッグ 1.0-1.5 CI/CD構築、静的解析導入

合計 7.5-10.0人月

� AI活用による効率化

効率化率: 約25〜33倍（7.5-10人月 → 0.3人月）

開発期間短縮: 約96〜97%削減（通常1.5〜2ヶ月 → 6日間）

コスト削減効果: 従来手法の 3〜4% のコストで実現

� 生産性比較

指標 AI活用開発 従来手法 比率

1日あたり実装行数 約3,970行 約150-200行 20-26倍

1日あたりコミット数 28回 3-5回 5-9倍

総開発期間 6日 37-50日（1.5〜2ヶ月） 6-8倍高速

設計〜実装〜テスト 統合的・高速 工程分離 -

バグ修正速度 即時 時間単位〜日単位 -

テストカバレッジ構築速度 高速（AI生成） 時間がかかる 5-10倍高速

� 効率化の要因

1. GitHub Copilot/AI活用:

GitHub Copilot Agentによるコード生成、テスト作成、リファクタリング支援

適材適所でのモデル切り替えによる効率最大化

2. Laravel 12:

認証、ORM、ルーティングなど基盤機能が充実

Breeze、Sail等のエコシステムによる開発加速

初期105,899行にはLaravelフレームワークのvendorコードも含まれている

3. モダンなフロントエンド:
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Tailwind CSS: デザインシステムの迅速な構築

Alpine.js: 軽量なリアクティブUI

Vite: 高速なビルドシステム

4. 明確な設計方針:

AI_CODING_GUIDELINES.mdによる一貫性

チェックリストによる品質管理

AIエージェント運用の再現性向上

5. 自動化:

CI/CD（GitHub Actions）

静的解析（PHPStan + Larastan）

コードフォーマット（Laravel Pint）

依存関係更新（Dependabot）

ローカライゼーション検証（自動スクリプト）

6. 経験豊富な開発者:

適切な技術選定と設計判断

AIとの効果的な協働

迅速な問題解決能力

� 技術スタックのモダンさ

バックエンド（最新技術を採用）

Laravel 12 (最新版) - PHP 8.2以上必須

PHPStan 2.1 + Larastan 3.8 - Level 5静的解析

Laravel Pint - PSR-12準拠コードフォーマッター

PHPUnit 11.5 - 最新テスティングフレームワーク

Laravel Breeze - 認証スカフォールド

Laravel Sail - Docker開発環境

フロントエンド（モダンツールチェーン）

Vite 7 (最新版) - 次世代ビルドツール

Tailwind CSS 3.4 - ユーティリティファーストCSS

Alpine.js 3 - 軽量JSフレームワーク

Axios - HTTPクライアント

開発プラクティス

CI/CD: GitHub Actions（キャッシュ最適化、並列実行）

Composer Scripts: 開発タスクの自動化

Git Hooks: コミット前の品質チェック

多言語対応: i18n完全サポート（日英）

コード品質管理:

ローカライゼーション自動検証

file:///home/yoichiro/projects/scorm-ai/docs/docs/AI_CODING_GUIDELINES.md
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末尾空白自動削除

PHPStan静的解析

518テスト、2,425アサーション

アーキテクチャ

サービス層分離: Generation/Llmサービス

ファクトリーパターン: テストデータ生成

リポジトリパターン的設計: モデル責務の明確化

イベント/リスナー: ログイン履歴の追跡

� 注意事項・前提条件

上記は実装工数であり、企画・要件定義の工数は含まれていません

コード行数はvendor/node_modulesを除外した純粋な開発コード量です

AI活用には以下のスキルが必要:

適切なプロンプト設計能力

AI生成コードの品質管理スキル

アーキテクチャ設計の知見

複数AIモデルの使い分けノウハウ

プロジェクトの特性:

比較的標準的なCRUD + 外部API統合のため、AI支援の効果が高く発揮された

複雑なビジネスロジックや特殊要件がある場合、効率化率は低下する可能性がある

� 特筆すべき成果

1. 極めて高速な開発: 7日間で167コミット、22,422行の開発コード（テスト含む）

2. 高品質の維持: 518テスト、PHPStan Level 5、CI/CD完備

3. 実運用レベル: Laravel Cloudデプロイ、ステージング環境、メール認証等完備

4. モダンスタック: Laravel 12、Vite 7、PHP 8.2など最新技術の採用

5. AI活用の実証: 従来手法の25〜33倍の生産性を実現

� 開発効率の要約

従来手法: 7.5-10人月 (37-50日、1名換算) 
AI活用:   0.3人月 (6日) 
効率化:   25-33倍 
期間短縮: 96-97%削減 
コスト:   3-4%で実現 
開発コード: 22,422行（アプリ9,126行 + テスト13,296行） 

この数値は、モダンな技術スタックとAI活用により、非常に短期間で高品質なWebアプリケーションを構築

できることを実証しています。


